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研究成果の概要（和文）：17世紀フィレンツェ画壇、わけてもカルロ・ドルチの師匠として知られる画家ヤコポ・ヴィ
ニャーリ(1592-1664)と、同地におけるドミニコ会のサンタ・マリア・ノヴェッラ修道院、サン・ベネデット・ビアン
コ信心会との関係を現存作品の様式分析や、同修道院に所蔵される未公刊資料、とりわけ『年代記』に基づいて再構築
するとともに、ヴィニャーリの絵画作品に表出したドミニコ会思想の影響を探った。

研究成果の概要（英文）：The research was focus on reconstructing of the relation among 17th-century 
Florentine school, particularly Jacopo Vignali (1592-1664), the Dominican monastery of Santa Maria 
Novella in Florence and the Confraternity of San Benedetto Bianco, based on the stylistic analysis of the 
pictures and on contemporary historical materials: mainly the unpublish Chronicles conserved in the 
archives of the monasty.

研究分野：イタリア美術史

キーワード： 17世紀フィレンツェ派　ドミニコ会

  ２版
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１．研究開始当初の背景 

報告者は、17 世紀フィレンツェ派のヤコ
ポ・ヴィニャーリ(1592-1664)の画業について
博士論文を執筆し、彼の全作品目録を作成し
た。その調査にあたっては、先行研究を咀嚼
しつつ、フィレンツェに所蔵される古文書記
録や作品を所蔵する各機関・施設を訪れて調
査を行い、それらを編年順に並べて、合計 189
点の総作品目録を作成した。質、量ともにこ
れ以上の作品目録はいまだに刊行されてい
ないため、それらを用いれば独自の研究をす
ることが可能だと考えた。 
 その研究結果の一例を挙げれば、報告者は、
17 世紀に芸術家列伝を執筆したフィレンツ
ェ出身のフィリッポ・バルディヌッチが所持
していた調査ノート(フィレンツェ国立図書
館所蔵)の記述を通して、ヴィニャーリがフィ
レンツェ、サンタ･マリア･ノヴェッラ修道院
のために複数の作品を制作していることを
知った。次に、同国立文書館に所蔵される文
書 群 (Conventi Soppressi dal Governo 
Francese, 102, 102 Appendice)と同文化財局
が管理する美術品台帳を網羅的に調べ、作者
不詳の《ジョルダーノ・ダ・サレルノ》と主
題が明らかになっていなかったヴィニャー
リの作品が同修道院のために制作したもの
であることを突き止めた。その調査において
浮上したのが、同修道院に所蔵される未刊行
の『年代記』である。これは 17 世紀に執筆
されたもので、歴代の修道院長が行った事業
がラテン語で記された手稿本であるが、それ
によればヴィニャーリは、1618 年から少な
くとも 1662 年まで断続的に修道院と関係を
結んできたという。これらを丹念に読み解け
ば、修道院とヴィニャーリの関係が立体的に
浮き上がると報告者は確信した。 
 このような調査結果から、ヴィニャーリは
ドミニコ会の影響下にあったという仮説が
浮かび上がった。ヴィニャーリはさらに 1614
年から白衣の聖ベネディクトゥス信心会(以
下、聖ベネディクトゥス信心会と略記)に属し
ていたことがすでに知られていたが、この信
心会の拠点(オラトリオ)は、やはりサンタ･マ
リア･ノヴェッラ修道院に隣接し、そこの修
道院院長が精神的指導者として君臨してい
た。そのため、この信心会がヴィニャーリに
注文した作品には、ドミニコ会からの影響が
より一層表われていると考えられる。 
折よく、当時フィレンツェ大学大学院に所
属していたジョヴァンニ・セラフィーニ氏は、
聖ベネディクトゥス信心会旧蔵品を再発見

し、その中にはヴィニャーリ作品も数点含ま
れており、同氏から最新の研究状況を得るこ
とができた。 
 こうしてサンタ・マリア・ノヴェッラ修道
院の活動と近年注目を集めている聖ベネデ
ィクトゥス信心会が注文した絵画作品を実
証的に調査する環境が整い、ヴィニャーリ作
品にみられるドミニコ会思想の影響を探る
ことが可能とができると考えた。 

２．研究の目的 
報告者は、17世紀フィレンツェの画家ヤコ
ポ・ヴィニャーリ(1592-1664)の作品を、ドミ
ニコ会思想を通して読解することを目的と
する。この画家は生涯にわたって、フィレン
ツェにおけるドミニコ会の拠点であったサ
ンタ・マリア・ノヴェッラ修道院と、同修道
院の影響下にあった聖ベネディクトゥス信
心会に 1614 年から所属し、そこで多くの作
品を制作するなど熱心な活動を行っていた。
彼が制作した作品の全容は明らかになって
いなかったため、その作品群を用いた解釈研
究を行うことは困難であった。報告者は、博
士論文で彼の総作品目録(総作品数 189 点) 
を作成することによって、画家の基礎研究の
多くをすでに終えていた。17世紀フィレンツ
ェ派研究はまだまだ歴史が浅く、その大部分
が基礎研究の段階に留まっているが、報告者
は、ヴィニャーリの作品についてそこから一
歩踏み出して作品解釈を加えるいわば先駆
的研究となると考えた。 

３．研究の方法 
本研究は 2年間で行うものである。初年度
は理解に時間を要するテキストの読解から
始めた。具体的にはサンタ・マリア・ノヴェ
ッラ修道院の『年代記』を読解することで、
17 世紀において修道会がどのような活動を
行っていたかをヴィニャーリとの関係に着
目しながら具体的に検証する。次に同修道院
の院長を務めたドメニコ・ゴーリなど修道院
にゆかりのあるドミニコ会士の著作を読解
しながらその思想を理解した。ゴーリの著作
についてはその大部分が未刊行であるため、
フィレンツェにてその調査を行った。それと
並行してヴィニャーリの作品に適宜立ち返
って具体的な影響関係を探っていった。とり
わけ聖ベネディクトゥス信心会がヴィニャ
ーリに制作させた作品には、ドミニコ会思想
からの影響がより色濃く表われている可能
性があるため慎重に検討した。2 年目も、時



間の許す限りテキスト読解に時間を割いて
いくが、徐々に作品研究に比重を置いていっ
た。適宜フィレンツェに渡航し、絵画作品の
調査も積極的に行っていくと同時に、様々な
研究者との意見交換を行って見識を深めた。 

４．研究成果 
17 世紀フィレンツェ画壇、わけてもカル
ロ・ドルチの師匠として知られる画家ヤコ
ポ・ヴィニャーリ(1592-1664)の画業再構築
の一環として、様式分析や同時代史料に基づ
きながら、フィレンツェのサンタ・マリア・
ノヴェッラ修道院のために制作された諸作
品の帰属とその主題特定、解釈を行った。そ
の結果に基づき、第 66 回美術学会全国大会
で口頭発表を行い、また『美術史』に論文を
発表した。その内容は以下の通りである、 
 本研究では主にサンタ・マリア・ノヴェッ
ラ修道院の年代記（未刊行）に依拠しながら、
同修道院におけるヴィニャーリの制作活動
を一六一〇年代後半から辿っていった。画家
は、修道院に隣接していた聖ベネディクトゥ
ス信心会に一六一四年から所属していたが、
この信心会の精神的指導者こそが、同修道院
の修道士ドメニコ・ゴーリであった。画家は、
この時の活動を通してゴーリと密な関係を
結び、彼を介して修道院と関係を結んだこと
を明らかにした。ここではまず、ゴーリが同
修道院長として新たな二つの試み、つまり死
者の追悼式およびフランシスコ修道会との
合同祝祭を企画したことを述べたうえで、関
連する美術装飾の制作を依頼されたのがヴ
ィニャーリであったことを新たに提示した。
つまり前者においては棺の装飾（現存せず）
を、後者においては今日同修道院聖具室に所
蔵される《聖ドミニクスと聖フランチェス
コ》ならびに《聖トマス・アクィナスと聖ボ
ナヴェントゥーラ》を彼は制作した。さらに
現存する二枚の作品のうち、聖フランチェス
コの準備素描が現在フランチェスカーノ美
術館に所蔵されていることもここで新たに
指摘した。 
 第二章以降では、修道院の装飾事業に着目
しながらヴィニャーリの活動を辿っていく。
画家は、ゴーリの死後も断続的に修道院の注
文に応え、一六二六年の復活祭には《ピエタ》
を、そして福者の部屋の装飾にあたった。前
者については、今日ローマ、ブラジル大使館
に所蔵される作品との関連性がすでに研究
史で指摘されているが、ここでは年代記の記
述と聖具室係の帳簿記録を新たに提示し、作

品制作の背景をより詳細に提示した。福者の
部屋の装飾については、その装飾プログラム
が、ドミニコ会修道院の繁栄とその歴史を視
覚化することであった点、また《福者ジョヴ
ァンニ・ダ・サレルノの肖像》がそこからの
伝来したことを新たに指摘する。第三章では、
一六三六年に完成した図書館のために制作
されたものとして、アルベルトゥス・マグヌ
スの絵を特定し、今日ブレスト美術館に所蔵
される《聖トマス・アクィナスの幻視》は、
後世に切断され縮小されたものの、元来は図
書館から伝来したものであるという仮説を
提示した。 
 以上のような考察を通して、本研究はヴィ
ニャーリについての基礎研究を補完しなが
ら、従来指摘されてこなかった画家と修道院
の密な関係を浮き彫りにした。 
さらには、そのほかの図書館の装飾事業と
してやや時代は遡るが、シエナ、ピッコロー
ミニ図書館の図像プログラムについて考察
したトンマーゾ・ランファーニの論文を翻訳
することで、図書館装飾のイコノグラフィー
をやり俯瞰的な視野からとらえることも行
った。 
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